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1.は じめに

SiC繊維強化 SiC基複合材料 (CMC)が、GEによリジェットエンジンに実用化さオ'た。今後さ

らにその用途を広げ、実用材料として認知されるには、現在、超高コス ト生産プロセスで製造され

るCMCの低コス ト化を実現しなければならない。この低コスト化を実現するための解決策の一つ

が、CMCの強化繊維として用いられている 1500℃以上の耐熱性を示す低酸素含有量 SiC繊維を、

高価な設備である電子線照射装置を用いないで、原料ポリカルボシラン (PCS)か ら予め低分子量

成分を取り除いた不融性超高分子量 PCS(PCS‐ UUH)を乾式紡糸して SiC繊維を製造する方法で

あり、その可能性については既に報告した 1,2〉。

本報告では、原料 PSおよび構造の異なる PCS‐UUHか ら乾式紡糸法で作製した SiC繊維の構造
と特性の関係を引き続き精査し、第 4世代 SiC繊維の製造プロセス確立のための検討を行った。

2.実験方法

乾式紡糸用 PCS‐ UUHは、市販の PCS(NGSア ドバンス トファイバー(株)製 NIPSI‐ UH)ま た

は、液相‐気相熱分解縮合法で PMPS(日 本曹達(株)製ポリジメチルシラン)、 フェニル基含有ポリ

シラン (オグソール SI‐ 10)(大阪ガスケミカル(株)製 )、 ドデカメチルシクロヘキサシラン (産総
研深谷様ご提供品)を原料として合成した PCSから、ヘキサン/アセ トン混合溶媒により低分子量

成分を抽出除去して調製した不融性の超高分子量 PCSを用いた。乾式紡糸は、これらの PCS‐UUH
のキシレン溶液をモノホールノズルから2.5MPa以下の窒素圧で押し出し、直径 210mmの回転 ド

ラム上に巻き取ることで行った。

SiC繊維は、乾式紡糸法により得られた PCS生糸を管状炉を用い E2/Ar混合ガス中で 1次焼成

し、その後不活性ガス中で 2次焼成し合成したc得 られた SiC繊維の引張強度および引張弾性率 (ヤ

ング率)は、JIS R 7606:2000「 炭素繊維‐単繊維の引張特性の試験方法」に準拠したモノフィラメ

ント引張試験で測定した。ヤング率の解析は、必要により装置コンプライアンスについて補正を行

った。

比較対象としては、市販の SiC繊維、NGSア ドバンス トファイバー(株)製 Hi‐Nicalon Ъ″pe S、

宇部興産(株)製 チラノ SA、 を用いた。

3.結果と考察

表 1に PCSの合成条件と

得られた PCS‐UUHの 分子
量を示す。

これらの PCSか ら得られ
た PCS‐UUHの 乾式紡糸法
により得られた SiC繊維の

引張特性は、市販品 SiC繊維

表 l PCSの合成条件とPCS―UUHの分子量

PCS 原料 PS
合成温度/℃
一保持時間/h

PCS―UUH分子`量

Mn Mw Mw/Mn
PCSuH PMPS 7220 10400 1.44

PCSPMPS PMPS 485-5 5370 10600 1.97

PCSorucHs DMCHS 485-5 3520 18710 5.32

PCSpr,lps*roxst

PMPS+
10wt'6

SI-10-10

475-5 4430 12170 2.75
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